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■概要■ 

 本編では，アンテナ及び電波伝搬技術の基礎的な理論，解析法，設計法，測定法及び実装

技術について説明する． 
 1 章では，序論として，アンテナの種類についてまとめる． 
 2 章では，アンテナの基礎として，電磁界の基礎方程式，波源が存在する場合の放射理論，

アンテナを利用する場合に基本となる知識などについて説明する． 
 3 章では，アンテナに利用される給電回路について，その伝送線路，スミスチャート，整

合回路，分岐器，各回路素子の基本について説明する． 
 4 章では，線状・板状アンテナの基礎について説明する．具体的に，線状アンテナ，スロ

ットアンテナ，進行波アンテナ， 自己相似アンテナ，板状アンテナについて説明する． 
 5 章では，平面アンテナの基礎について説明する．方形及び円形のマイクロストリップア

ンテナの基本について先ず説明し，次にマイクロストリップアンテナの給電方法，円偏波技

術，アレー化技術について説明する． 
 6 章では，開口面アンテナの基礎について説明する．ホーンアンテナ及び反射鏡アンナテ

の基本形成について説明し、開口面アンテナの応用技術についても触れる． 
 7 章では，アレーアンテナの基礎について説明する．アレーアンテナの励振分布と指向性

の関係，走査アンテナの基本についても説明し，アレーアンテナの給電回路及び実装技術に

ついても触れる． 
 8 章では，アンテナの信号処理技術の基礎について説明する．ダイバーシチアンテナ，ア

ダプティブアレーアンテナについて説明するとともに，到来方向推定法や MIMO 技術につい

ても触れる． 
 9 章では，アンテナの測定方法の基礎として，アンテナの回路定数の測定や放射特性の測

定方法について説明する．更に，アンテナの近傍界測定，小形アンテナの測定法，材料測定

法についても触れる． 
 10 章では，アンテナの設計・解析方法の基礎について説明する．具体的には，起電力法，

変分法と ICT 法，モーメント法，有限要素法，FDTD 法（時間領域差分法）について説明す

る． 
 11 章では，電波伝搬の基礎について説明する．具体的な対象として，固定衛星通信，移動

体衛星通信，陸上移動通信，都市内アクセス無線に関する電波伝搬について触れる． 
 なお，本編作成にあたり，電子情報通信学会編の「アンテナ工学ハンドブック（第 2 版）」

を参考にしている．より詳細な内容について知りたい場合には「アンテナ工学ハンドブック

（第 2 版）」を参照していただければと思う． 
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